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　　（今回の速報は"○"の機関の観測データを使用して作成しました）

　貧酸素水塊の分布域は前回（6月12日）よりも縮小し，現在は内湾北部の水深10～

20mの海域にみられています（図1）。

　縦断ラインにおける鉛直分布及び規模も縮小し，海底付近に認められるだけで厚

みはありません（図2，3）。

　水温は表層19～21℃，底層16～20℃です。
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2018年06月21日 : 溶存酸素

10

5

0

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

1.5
2.5

3 4

5

6
7

7

FUNABASI 15 3 6 J5 9

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

貧
酸
素
水
塊
の
規
模

直近10年平均

2018年

図２ 縦断ラインでのDO鉛直分布     

←湾奥                        富津→ 

図３ 貧酸素水塊の規模 
（左図で貧酸素水塊（2.5ml/L以下）が占める割合） 

図１ 底層の溶存酸素量分布（赤線は縦断ライン） 
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